
予選（9G）、準々決勝（6G）、
準決勝（6G）を経て上位4名が
決勝に進んだ。
男子では、予選7G目に300

を打った須田選手が、予選を
2207の断トツの1位でクリア
すると、そのポジションを譲る
ことなく、トータル4876の1
位で決勝に進んだ。準々決勝、
準決勝は須田選手を上回る
ペースだった福満亮選手（長崎）
が40ピン差の2位、昨年初出
場で決勝に進んだ浅海恒成選
手（愛媛）が4708で3位、そし
て4位には、準決勝4G目の
300が効果的だった佐野裕葵
矢選手（山口）が4701で食い込
んだ。
4人が1Gを投球し、上位2名

が優勝決定戦に進出するエリミ
ネーターは、3日前に27歳に
なった浅海選手が最年長、福満
選手が20歳、須田選手が16
歳、佐野選手は15歳という、
ヤング対決となった。ほぼ横一
線のまま9、10フレ勝負、な
かでもいちばん後れを取ってい
た須田選手は「割れてもしょう
がないと勝負に出た」アジャス
トが功を奏し、8フレからの
ターキーで1位で抜けた。そし
て再三の⑩ピンタップも手堅く
スペアを拾った佐野選手が2位
で勝ち上がった。
どちらが勝っても男子の史上
最年少優勝という高校生対決
は、互いにレーンへのアジャス

▲男子選手権者の須田選手と女子選手権者の佐藤選手

▲10フレを先に投げ終えて相手の投球を待つ間
「どんな結果でも受け止めようという心境だった」
と須田選手

新生JB（(公財)JAPAN BOWLINGN）主催による初の全国大会となっ
た『NHK杯第57回全日本選抜ボウリング選手権大会』は、出場資格を有
する男子175名、女子99名が参加して熱戦が繰り広げられた。近年プ

ロ、アマ問わず若い力の台頭が目覚ましい
が、この大会でも、男子は16歳、高校2
年生の須田風海音選手（群馬）が、大会最年
少記録を更新して優勝すれば、女子はナ
ショナルチームキャプテンの佐藤悠里選手
（神奈川）が第47回大会以来10大会ぶり2
度目の優勝を飾った。

NＨＫ杯 第57回全日本選抜ボウリング選手権

トに苦しみ一進一退の展開。佐
野選手が6フレからのターキー
で優勝に大きく前進したかと思
われたが、7フレは薄めで②④
⑤を残すと、カバーミスでオー
プン。逆転のチャンスが巡って
きた須田選手だが、「いろいろ
やっても⑦ピンが飛んでくれな
かった」と183でフィニッ
シュ。スペアでほぼ勝ちの佐野
選手の10フレは「ちょっと親指
の抜けが早かったけど、スプ
リットになるとは…」と、ポ
ケットに入ったものの、結果は
④⑩を残すスプリット。カバー
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16歳の須田風海音選手が史上最年少V
佐藤悠里選手が11年ぶり2度目の戴冠

男子優勝決定戦は高校生対決
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もならず、183：180と3ピン
差で須田選手が優勝を飾った。

須田選手のコメント
優勝決定戦のスタートはい

い感じかなと思ったけど、すぐ
に変化してそこからわからなく
なった。いろいろアジャストし
つつも、佐野選手もピンが飛ん
でいなかったので、できるだけ
カウントダウンしないようにと
思っていました。3月の全日本
選手権では飛ばそう飛ばそうと
いう意識が強すぎて、ポケット
すらつけていなかった。今回は
初心に帰りポケットをつくこと
を意識して投げていました。優
勝の実感はないけど、素直にう
れしいです。ものすごく緊張し
たけど、応援が力になりまし
た。

予選、準決勝とトップを走っ
ていたのは、今春高校を卒業し
たばかりの近藤眞桜選手（群馬）
だったが、第52回大会の選手
権者でもある菅野沙織選手（神
奈川）が、準決勝前半686と伸
ばし、トータル4515で逆転の
1位、近藤選手は47ピン差の2
位、歴代選手権者（第47回大
会）であり、現ナショナルチー
ムのキャプテンを務める佐藤選
手が、予選の25位から巻き返
して4374で3位、準々決勝で

1353を叩いた石本
恵梨奈選手（学連）が
佐藤選手から7ピン
差の4位で進んだ。
エリミネーターは、
女子もスコアメイク
に苦労していたが、
ダブルスタートの佐
藤選手が、7フレ⑩
ピンをスペアミスで
オープンを作ったが、

8フレから2つ目のダブルで
203とまとめ、1位で勝ち抜け
た。10フレやや厚く入って④
⑦⑩と割れ、絶体絶命のピンチ
の近藤選手だったが、見事なカ
バーで切り抜け、196の2位で
進出した。菅野選手は「ゲーム
の真ん中でミスして運を手放し
てしまった」と、6フレの⑩ピ
ンカバーミスを反省。また石本
選手は6フレ「ポケットに行っ
ての⑦⑩だったので、あれでリ
ズムが狂ってしまった」と悔や
んだ。
優勝決定戦は、ともにストラ

イクスタートのあとスプリット
でオープンと、同じような立ち
上がりだったが、佐藤選手が3
フレのストライクをフォースに
つなげてリードを奪う。近藤選
手は5フレから初のダブルのあ
と、7フレは厚めで④⑦⑩のス
プリット。これは見事なカバー
で執念を見せたが、同じ左レー

ンの9フレ、④⑦⑨と割れて力
尽きた。佐藤選手は、120の
ロースコアで敗れた3年前の優
勝決定戦が「今も夢に出てくる」
そうだが、その悪夢を払拭する
快勝で、2度目の選手権者に輝
いた。

佐藤選手のコメント
最初のエリミネーターからコ

ンディションがかなり変化して
いた。大きく出すと割れるリス
クが大きいと思ったので、走る
ボールに替えて、タイトなライ
ンで攻めました。最近メカテク
ターを着けるようになってすご
く調子がよかったし、立ちたく
てもなかなか立てる舞台では
ないので、この機会を逃さない
ようにと思って頑張りました。
ナショナルチームのキャプテン
として、プレーの姿でみんなを
引っ張っていきたいと思ってい
たので、その部分でもよかった
なと思います。

ナショナル主将のプライド
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